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〒959-3907 村上市府屋 655-3 

TEL 77-2049  FAX 77-2152 

令和７年10月30日発行 No.７ 

教育目標  信念とともに 山の如く 優しさとともに 海の如く 勇気をもって たくましく生きる 

重点目標  求めて学ぶ　共に生きる　力を尽くす生徒の育成　

思いを行動に表し、確かめ合おう

　（10月20日　全校朝会より）

校長　小田　剛志　 

　今週土曜日に文化祭が行われます。文化祭当日は、皆さんの合唱を聴きに、大勢の保護

者の方、地域の方が来校されることと思います。また、１１月９日にはさんぽく祭があり

ます。昨年度は３年生が合唱を披露しましたが、「今年度は全校合唱を聴かせてほしい。

大勢の地域の人に聴いてほしいので、人がたくさん集まるオープニングセレモニーでお願

いしたい」という要望があり、そうすることになっています。 

　昨年度のさんぽく祭で３年生が合唱を披露したときのお話です。終わった後に、おばあ

ちゃんが私のところに駆け寄ってこられ、「中学生の合唱に本当に感動しました。これは

ほんの気持ちです。これであの子たちに何か飲み物でも買ってあげてください。」と言っ

て封筒を渡そうとしました。そのおばあちゃんの目には涙がこぼれていました。お話を伺

うと、そのおばあちゃんは山北中生徒のご家族の方ではなく、地域の方だということがわ

かりました。私は、「おばあちゃんの気持ちを３年生に伝えさせてもらいますね。それが

３年生にとっては何よりうれしいことだと思います。」と言って封筒は受け取らずに、そ

の日の終学活で、３年生におばあちゃんのことを伝えました。 

　ところで、全校生徒の皆さん、なぜ、おばあちゃんは３年生の合唱を聴いて感動したの

でしょうか。上手な合唱だったからなのでしょうか。おそらく、練習の時に使用していた

ＣＤの方が音程も正確で、上手なはずですよね。しかし、同じ合唱曲のＣＤを聴いても涙

が出てしまうくらい感動することはないと思います。 

　昨年の今頃、全校朝会で、中学生の合唱はドラゴン 

ボールの元気玉だというお話をしました。「みんなで 

心を１つにして、素晴らしい合唱を披露しよう」とい 

う合唱に対する一人一人の思い。一人の思いは小さい 

けれど、みんなの思いが１つに重なり合えば元気玉の 

ように大きな力となる。そしてみんなの思いが音符に 

乗っかり、聴いている人の心にドーンと強い衝撃でぶ 

つかる。だから中学生の合唱は感動するのだと。 

　私は一人一人の思いは練習で育まれるものだと思って 

います。真剣に取り組もうとする心は行動に表れるもの 

です。顔の表情にも表れます。行動や表情で思いを確かめ合う練習を積み重ね、文化祭や

さんぽく祭で、大勢の聴衆に最強の元気玉をぶつけてくれることを期待します。

【10月16日　合唱のパート練習の様子】
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郡市児童生徒科学研究発表会 　10月１日(水)

　村上市教育情報センターで「村上市岩船郡児童生徒科学研究発表会」が開催されまたした。山北

中学校からは２年生の板垣宇恭さんが学校代表として選出され、「どの条件が遠くへ飛ぶ？～アル

ソミトラの生存戦略～」という研究テーマの発表を行いました。発表した小中学生の中の５作品に

選ばれ、県の「いきいきわくわく科学賞」に推薦されることになりました。

下越地区駅伝競走大会   10月８日(水)

　新発田市の五十公野公園陸上競技場を会場に、下越地区駅伝競走大会が行われ、当校から特設駅

伝部の生徒が参加し19位という結果でした。下越地区大会を終えてから日々、ひたむきに練習に励

み、大会に臨みました。大会、記録会ともに、出場した生徒が全員自己ベストの記録を出して頑張

りました！御多用の中、応援に駆けつけてくださった保護者の皆様、ありがとうございました。

小中合同あいさつ運動 　10月１日(水)～３日（金）登校時

　山北中学校とさんぽく小学校を会場に、小中合同あいさつ運動が行われました。山北地区青少年

育成市民会議の皆様も参加してくださり、活動が盛り上がりました。参加した中学生たちは手本と

なるような爽やかなあいさつを行ってくれました。今回の活動を通して、小中学校の児童生徒のあ

いさつがより爽やかになることを期待します。

２年　愛のサツマイモ収穫プロジェクト   

　保護司会山北分区の皆様、山北地区更生保護女性会の皆様と２年生が一緒に取り組んできた「愛

のサツマイモ収穫プロジェクト」でサツマイモの収穫を行いました。生徒一人一人に声をかけてく

ださり、優しくやり方を教えてくださった皆様に感謝申し上げます。 

　また、後日、収穫したサツマイモを用いて、スイートポテトと蒸しパンを一緒に作り、食事会を

行いました。協働活動を通して、親睦を深めました。
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【10月17日（金）　楽しみにしていたサツマイモの収穫　昨年度より小さいサイズが多くて残念でした】

【10月30日（木）　調理、食事会　一緒に調理をすることで会話が増え、親睦が深まりました】

創立30周年記念　文化祭   
　今年度はピアニスト・ソプラノ・音楽博士・作曲家の平井李枝先生が創立30周年記念の合唱曲

「夢の扉を開けよう」を作詞作曲してくださり、文化祭当日を含めて３回来校し、全校生徒に合唱

指導してくださいました。生徒たちは、文化祭当日、学年合唱、全校合唱ともにすばらしい歌声を

披露し、講評の場面で平井先生からたくさん褒めていただきました。

【１年生合唱】 【２年生合唱】

【３年生合唱】 【ＰＴＡ合唱】

【全校合唱】 【平井先生による講評】
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～今後の予定～ 

11月５日（水）  ３年実力テスト 11月14日(金)  ３年進路説明会（５・６限）

　　９日（日）  授業日（さんぽく祭参加） 　　　　　　  ※生徒・保護者対象

                英検二次試験     17日(月) さんぽく活性化講演会13:00~14:  00

    10日（月） 振替休業日（冬季バス運行開始）     19日(水) いじめ見逃しゼロスクール集会 

               学校預かり金引き落とし日     26日(水) ３年実力テスト、２年単元別テスト

養護助教諭　東みづほ　 

　コロナ禍の頃から生徒の体調が気になり、毎朝、生徒玄関に

立ち始めました。元気な挨拶ができているか、表情は暗くない

か、眠そうにしていないかなど、声を掛け話をすることが、自

分の中のルーティンワークとなっています。毎朝、生徒から元

気をもらっています！　　

教務主任　荒木　秀治　 

　２年生と３年生の社会科を担当しています。社会科は暗記する

用語が多く、苦手とする人が多いので、覚えやすいようにプリン

トや、クイズ問題などの工夫をするようにしています。また、暗

記だけでなく、学習内容と結びつけて「考える力」を付けてほし

いので、ＤＶＤなどでの映像資料も見てもらっています。みんな

が一生懸命に取り組んでいる姿を多く見ることができて、うれし

いです。

～学校職員リレー紹介～

【平井李枝先生によるコンサート　最後は平井先生のピアノで創立３０周年記念合唱曲を披露】

【楽しむ工夫満載、盛り上がった生徒会企画】【吹奏楽部による演奏披露】


